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■P2P DBアプリは自然と分散DB

アプリになる

本連載の2004年8月号～10月号

でP2Pアプリケーションを使った分

散データベースシステムを紹介し

た。個々のP2Pアプリケーションが

それぞれデータを保持すると、自然

と分散処理になる。今回は以前の

プログラムを一歩進めて、異なる

クライアントに連結テーブルが存

在する場合でもデータ連結ができ

るようにした。たとえば、顧客の受

注状況を示すデータを個々のP2P

アプリケーションが保持するとし

ても、顧客マスターは一括管理し

たいかもしれない。あるいは一括管

理しないにしても別のP2Pアプリケ

ーションに登録されている顧客の

受注管理をしたいかもしれない。し

かし、以前のシステムでは、更新系

の受注関係のテーブルと得意先マ

スターが同じP2Pクライアントに存

在する必要があったため、そのよう

な処理はできなかった。今回はあ

くまで照会機能だけであって、分

散管理されたデータを登録する機

能はない。

■より有効なデータベースにする

には

分散データベースはまだ発展途

上の技術だし、私自身も勉強不足

である。通常分散データベースと

いった場合、あくまでデータベース

サーバーが分散配置される。P2Pア

プリケーションによって、クライア

ント自体が分散データベースサー

バーとなるというのは分散データベ

ースシステムとしては特殊な部類

だといえるだろう。しかし、前述の

ようにP2P自体が分散コンピュー

ティングだということを考えれば、

P2Pデータベースアプリケーション

が分散データベースシステムになる

のは必然的である。これはデータを

参照するユーザー自体がデータの
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提供者になるということであり、この構図はインターネ

ットの利用法ともマッチする。

テレビ放送のようにコンテンツの提供者と受容者が区

別されるマスメディアに対して、インターネットの情報

のやりとりは、その区別があいまいである。インターネ

ットに含まれるコンテンツがより充実するには、コンテ

ンツを提供するより多くの参加者が必要であり、そのた

めにはデータ提供のためのフォーマットを特定すること

が望ましい。

以前は、コンテンツを提供する人がHTMLを学習して

情報を提供していたが、たとえばブログのようにフォー

マットが提供されることで参加者は以前以上に増えてい

る。情報提供の柔軟性が低くなるとはいえ、コンテンツ

の提供者がコンテンツの内容に注力できるからである。

ただし、ブログも表示や記入のフォーマットが特定され

ているとはいえ、まだまだフリーフォーマットである。

たとえば、文章が得意でない人は参加しにくい。そのよ

うな人が参加するためには項目に必要な内容を入力して

いくだけで、有用なデータを提供することができるよう

なフォーマットが必要である。それにより、参加のため

の障壁をより下げることができるだろう。一方、フォー

マットが固定されることでユーザーが提供するデータの

柔軟性は低下する。それを補うには、多種類のフォーマ

ットを用意するか、あるいは一部のユーザーがフォーマ

ットを変更できるような仕組みが必要だろう。だから、

P2P分散データベースアプリケーションも特定のフォー

マットを処理できるだけでなく、やはり汎用的に対応で

きないといけない。とはいえ、この記事のサンプルプロ

グラムもあくまで特定のデータベースのための専用設計

である。これを汎用的にするには、どのようにしたらい

いのかも難しい。

■テーブルが分散している場合の連結クエリの実行

今回のサンプルは以前のサンプルを変更したものだ

が、データベースエンジンにはJetデータベースエンジン

を使用している。前回までは、ADO.NET自体をデータ

ベースとして使用し、データベースエンジンレスで実装

していたのを変更したのは、プログラミングコードを簡

便にするためである。Jetデータベースエンジンを使用す

るということは、このアプリケーションをインストール

するには、インストーラを使用しないといけないという

ことである。ADO.NET自体をデータベースとして使用

する場合は、ファイルをコピーするだけでインストール

できたのに対して、やや不便になる。

前回までは、クライアント部の要求に対してサーバー

部が結果を返し、それをそのまま表示すればよかった。

しかし、今回のサンプルでは、まず顧客名で顧客テーブ

ルを検索し、その結果を元に、再度、受注状況を保持す

るテーブルに対してクエリを実行する。複数の顧客がヒ

ットした場合は、その数だけクエリを実行する。これで

2つの結果セットが得られるので、その2つを連結するこ

とで最終的な検索結果を取得している。

つまり、連結の元になる2つのテーブルを検索の結果

として作成し、それをクライアント側で連結することで、

分散したテーブルの連結を実現しているのである。これ

は何か、不合理な気もするので他にいい手があるかとも

思うが、とりあえず実装の容易さと動作の確実性という

点でこの方法を選択した。

■分散データベースの整合性

別の方法としては、問い合わせ先のサーバーが連結テ

ーブルを探し、連結済みの結果を送り返すという方法も

考えられる。この場合、無差別に探す方法の他に、デー

タの作成時に連結テーブルを保有するサーバーを記録し

ておいて、そこで連結テーブルを探すという方法も考え

られる。この方法だとデータは冗長になるが、無益なト

ラフィックの増加を避けることができる。一方、連結テ

ーブルを持つサーバーが稼動していない場合、他のサー

バーが連結可能なテーブルを持っていたとしても、それ

を見つけられないという問題が発生する。もちろん、指

定されたテーブルが見つからなかった場合のみ無差別で

探すというハイブリッドな方法もある。

P2Pアプリケーションを使った分散データベース
～マスターと更新系のテーブルが別マシンにある場合の連結クエリの実行
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